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―
―
橋
本
市
民
病
院
の
沿
革
と
概
要
か
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

古
川
健
一
氏
（
以
下
、
古
川
氏
）　

１
９
４
７
年

に
国
保
橋
本
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
た
当
院
は
、

地
医
療
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
橋
本

市
を
中
心
と
す
る
橋
本
医
療
圏
の
中
核
施
設
と

し
て
地
域
医
療
を
担
い
続
け
て
い
ま
す
。

駿
田
直
俊
氏
（
以
下
、
駿
田
氏
）　

診
療
の
現
況

で
す
が
、
外
来
患
者
数
は
、
２
０
２
１
年
度
で
１

日
平
均
５
３
６・６
名
、
入
院
患
者
数
は
１
日
平

均
２
３
６・３
名
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
い
わ
ゆ
る
「
受
診
控
え
」
が

増
え
て
い
る
た
め
、
外
来
患
者
数
は
若
干
減
少

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
入
院
患
者
数
で
す
が
、
当

院
が
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
重
点
医
療
機
関
と
な
っ
た

こ
と
で
50
床
を
コ
ロ
ナ
病
床
に
当
て
て
い
る
中
、

大
き
な
減
少
も
な
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

古
川
氏　

一
方
で
、
懸
念
材
料
も
あ
り
ま
す
。

当
院
は
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
橋
本
市
が
大
阪
府
と
の
境
に
位
置

１
９
６
３
年
に
「
国
保
橋
本
市
民
病
院
」
と
名

称
を
改
め
て
病
床
数
及
び
標
榜
診
療
科
目
数
を

増
や
し
、
総
合
病
院
と
し
て
診
療
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
に
現
在
の
地
に
新
築

移
転
し
、
名
称
も
「
橋
本
市
民
病
院
」
に
改
称

し
て
許
可
病
床
数
３
０
０
床
の
総
合
病
院
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
従
来
か
ら

力
を
注
い
で
き
た
救
急
医
療
に
加
え
、
地
域
の

要
請
に
合
わ
せ
て
病
院
の
機
能
等
を
拡
張
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
に
は
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

の
指
定
を
受
け
、
さ
ら
に
２
０
１
３
年
に
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
を
開
設
、
２
０
１
５
年
に
は
へ
き

し
て
い
る
た
め
、
が
ん
患
者
さ
ん
は
近
隣
の
大
学

病
院
な
ど
、
大
阪
方
面
の
病
院
に
流
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
隣
接
す
る
奈
良
県
五
條
市
か

ら
も
患
者
さ
ん
が
多
く
来
院
し
て
い
ま
し
た
が
、

奈
良
県
側
の
医
療
機
関
が
拡
充
さ
れ
て
き
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
同
方
面
か
ら
の
患
者
数
も
減
少

し
て
い
ま
す
。将
来
の
人
口
減
少
を
見
据
え
る
と
、

外
来
患
者
数
は
今
後
も
減
少
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
ど
の
よ
う
に
病
院
を
運
営
し
て
い
く
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム「
ゆ
め
病
院
」
な

ど
、地
域
連
携
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
す
。

駿
田
氏　

中
核
病
院
と
し
て
、
地
域
の
開
業
医

の
先
生
方
、
ま
た
地
域
の
病
院
の
先
生
方
と
の

人口減少社会を見据える地域の中核病院が
次世代型の最新電子カルテシステムに更新。
多彩な機能や新技術で真の“医療DX”を目指す

和歌山県北部・橋本市の橋本市民病院は、新築移転した
2004年に電子カルテシステムを導入して以来18年を経た。
その間、２度のバージョンアップによるシステムの機能強化で、
医療の質の向上と業務の効率化に成果を出しているが、
今後、一層高まるであろう各種ニーズに応えるべく、
本年2月には最新の次世代型電子カルテシステムに更新した。
ハードウェア仮想化、業務効率化に資する各種機能、
コミュニケーションツール搭載他、本格的に医療DX実現を目指すものだ。
今般の電子カルテシステム更新の経緯と現段階での評価、
将来展望等を、同院のキーパーソン諸氏に聞いてみた。

橋本市民病院

1981年和歌山県立医科大学卒。1983年和歌山県立医科大学助手、
有田市立病院、国保野上厚生病院等を経て、2001 年和歌山県立
医大非常勤講師。2004 年橋本市民病院産婦人科勤務、2005 年
同院診療技術部長、2007 年より同院産婦人科部長。副病院長、
病院長代理を経て、2022 年より現職。

古川健一（ふるかわ・けんいち）氏

　

今
年
、新
シ
ス
テ
ム「M

egaOak/iS

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」

に
更
新
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
な
ら
で

は
の
新
機
能
に
感
心
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
プ

ロ
ブ
レ
ム
を
起
点
と
し
た
指
示
が
可
能
な
「
ク

リ
ニ
カ
ル
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
」
と
い
う
機
能
が
実
装

さ
れ
た
こ
と
で
、
各
種
オ
ー
ダ
や
指
示
、
文
書

の
作
成
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
一
度
に

行
う
こ
と
が
で
き
、
使
い
勝
手
が
大
分
良
く
な
っ

て
い
ま
す
ね
。

駿
田
氏　

ま
だ
、
導
入
半
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
正
直
、
個
人
的
に
は
ま
だ
使
い
こ
な
せ
て
い

な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
以
前
の
シ
ス

テ
ム
よ
り
セ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
の
点
で
か
な
り
使

い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

新
機
能
の
「
ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
」
は

そ
の
典
型
例
で
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
熱
外
来
で
は
、
頻
用
薬
や
検
査
オ
ー

ダ
等
の
セ
ッ
ト
が
作
ら
れ
て
お
り
、
同
症
例
に
対

す
る
診
療
に
慣
れ
て
い
な
い
医
師
で
も
容
易
に

診
療
業
務
に
対
応
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
の
診

療
業
務
の
改
善
に
貢
献
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
、
医
療

Ｄ
Ｘ
へ
の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
川
氏　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
の
２
次
的
利
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
長
年
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
経
営
指

標
に
資
す
る
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
抽
出
す
る

の
か
。
ま
た
、
臨
床
研
究
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
ど

の
よ
う
に
抽
出
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ
ら
を
明

確
化
し
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
れ
ば
、
病

院
経
営
や
医
療
の
質
の
向
上
に
大
き
く
役
に
立

つ
シ
ス
テ
ム
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
に
は
各
々
が
通
院
さ
れ
て
い

る
病
院
や
薬
局
等
に
診
療
録
や
処
方
歴
、
薬
歴

等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
ク
ラ
ウ
ド
環
境
下

で
共
有
で
き
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
、
患
者
さ
ん
に
は
出
生
時
か
ら
母
子

手
帳
、
さ
ら
に
健
康
診
断
等
で
の
健
診
デ
ー
タ

連
携
を
深
め
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
良
の
医
療

を
提
供
す
る
環
境
づ
く
り
は
当
院
の
責
務
で
あ

り
、
地
域
連
携
室
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、従
前
よ
り
の
地
域
連
携
室
は
、２
０
１
８

年
４
月
か
ら
は
、
地
域
医
療
連
携
室
と
入
退
院

支
援
室
の
２
つ
の
組
織
に
分
け
、
地
域
医
療
連

携
室
で
は
、
主
に
前
方
支
援
と
し
て
紹
介
患
者

さ
ん
の
受
診
、
入
院
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
の
専

門
部
署
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
体
制
に
加
え
て
、
伊
都
医
師
会

が
２
０
０
１
年
か
ら
運
用
し
て
い
る
地
域
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ゆ
め
病
院
」
に
参
画
し
、
地
域

医
療
連
携
の
一
翼
を
担
い
大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

金 

桂
洙
氏
（
以
下
、金
氏
）　

現
在
、「
ゆ
め
病
院
」

に
は
、
当
院
か
ら
は
、
地
域
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
「
Ｉ
Ｄ‒

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」
を

介
し
て
情
報
提
供
し
て
お
り
、
か
な
り
使
い
勝

手
が
良
く
、
有
用
性
の
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
ゆ
め
病
院
」
は
、
４
つ
の
病
院
、
21
の
診

療
所
、
５
つ
の
歯
科
医
院
、
18
の
調
剤
薬
局
、
８

つ
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
連
携
し
て
お

り
、
登
録
患
者
数
は
延
べ
10
万
人
以
上
を
数
え

ま
す
。
今
後
も
連
携
施
設
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
２
年
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
更

新
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
も
含
め
た

評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
川
氏　

２
０
０
４
年
の
導
入
当
初
は
、
紙
カ

ル
テ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
だ
け
の
、
ワ
ー
ド
プ
ロ

セ
ッ
サ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
年
々

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
度
に
機
能
が

強
化
さ
れ
、
同
時
に
便
利
に
な
っ
て
き
た
と
実
感

し
ま
す
。

■

橋
本
市
民
病
院

約
20
年
間
の
電
子
カ
ル
テ
運
用
で
医
療
の
質
の
向
上
と
業
務
効
率
化
を
実
現

最
新
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
で
、地
域
医
療
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
図
る

橋
本
市
病
院
事
業
管
理
者

古
川
健一氏

病
院
長

駿
田
直
俊
氏

眼
科
部
長・
医
療
安
全
管
理
部
長（
医
療
安
全
管
理
室・

感
染
管
理
室
）・
診
療
情
報
部
長

金　

桂
洙
氏
に
聞
く
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―
―
橋
本
市
民
病
院
の
沿
革
と
概
要
か
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

古
川
健
一
氏
（
以
下
、
古
川
氏
）　

１
９
４
７
年

に
国
保
橋
本
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
た
当
院
は
、

地
医
療
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
橋
本

市
を
中
心
と
す
る
橋
本
医
療
圏
の
中
核
施
設
と

し
て
地
域
医
療
を
担
い
続
け
て
い
ま
す
。

駿
田
直
俊
氏
（
以
下
、
駿
田
氏
）　

診
療
の
現
況

で
す
が
、
外
来
患
者
数
は
、
２
０
２
１
年
度
で
１

日
平
均
５
３
６・６
名
、
入
院
患
者
数
は
１
日
平

均
２
３
６・３
名
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
い
わ
ゆ
る
「
受
診
控
え
」
が

増
え
て
い
る
た
め
、
外
来
患
者
数
は
若
干
減
少

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
入
院
患
者
数
で
す
が
、
当

院
が
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
重
点
医
療
機
関
と
な
っ
た

こ
と
で
50
床
を
コ
ロ
ナ
病
床
に
当
て
て
い
る
中
、

大
き
な
減
少
も
な
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

古
川
氏　

一
方
で
、
懸
念
材
料
も
あ
り
ま
す
。

当
院
は
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
橋
本
市
が
大
阪
府
と
の
境
に
位
置

１
９
６
３
年
に
「
国
保
橋
本
市
民
病
院
」
と
名

称
を
改
め
て
病
床
数
及
び
標
榜
診
療
科
目
数
を

増
や
し
、
総
合
病
院
と
し
て
診
療
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
に
現
在
の
地
に
新
築

移
転
し
、
名
称
も
「
橋
本
市
民
病
院
」
に
改
称

し
て
許
可
病
床
数
３
０
０
床
の
総
合
病
院
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
従
来
か
ら

力
を
注
い
で
き
た
救
急
医
療
に
加
え
、
地
域
の

要
請
に
合
わ
せ
て
病
院
の
機
能
等
を
拡
張
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
に
は
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

の
指
定
を
受
け
、
さ
ら
に
２
０
１
３
年
に
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
を
開
設
、
２
０
１
５
年
に
は
へ
き

し
て
い
る
た
め
、
が
ん
患
者
さ
ん
は
近
隣
の
大
学

病
院
な
ど
、
大
阪
方
面
の
病
院
に
流
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
隣
接
す
る
奈
良
県
五
條
市
か

ら
も
患
者
さ
ん
が
多
く
来
院
し
て
い
ま
し
た
が
、

奈
良
県
側
の
医
療
機
関
が
拡
充
さ
れ
て
き
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
同
方
面
か
ら
の
患
者
数
も
減
少

し
て
い
ま
す
。将
来
の
人
口
減
少
を
見
据
え
る
と
、

外
来
患
者
数
は
今
後
も
減
少
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
ど
の
よ
う
に
病
院
を
運
営
し
て
い
く
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム「
ゆ
め
病
院
」
な

ど
、地
域
連
携
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
す
。

駿
田
氏　

中
核
病
院
と
し
て
、
地
域
の
開
業
医

の
先
生
方
、
ま
た
地
域
の
病
院
の
先
生
方
と
の

1985 年和歌山県立医科大学卒。1987 年和歌山県立医科大学付属紀
北分院内科、1988 年東京大学医学部老年病学教室研究員。1989 年
和歌山県立医科大学付属紀北分院内科助手、1992 年国立療養所和歌
山病院 ( 現国立病院機構和歌山病院 ) 呼吸器内科。令和 2 年 7 月より
橋本市民病院 院長に就任、現在に至る。

駿田直俊（するだ・ただとし）氏

　

今
年
、新
シ
ス
テ
ム「M

egaOak/iS

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」

に
更
新
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
な
ら
で

は
の
新
機
能
に
感
心
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
プ

ロ
ブ
レ
ム
を
起
点
と
し
た
指
示
が
可
能
な
「
ク

リ
ニ
カ
ル
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
」
と
い
う
機
能
が
実
装

さ
れ
た
こ
と
で
、
各
種
オ
ー
ダ
や
指
示
、
文
書

の
作
成
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
一
度
に

行
う
こ
と
が
で
き
、
使
い
勝
手
が
大
分
良
く
な
っ

て
い
ま
す
ね
。

駿
田
氏　

ま
だ
、
導
入
半
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
正
直
、
個
人
的
に
は
ま
だ
使
い
こ
な
せ
て
い

な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
以
前
の
シ
ス

テ
ム
よ
り
セ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
の
点
で
か
な
り
使

い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

新
機
能
の
「
ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
」
は

そ
の
典
型
例
で
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
熱
外
来
で
は
、
頻
用
薬
や
検
査
オ
ー

ダ
等
の
セ
ッ
ト
が
作
ら
れ
て
お
り
、
同
症
例
に
対

す
る
診
療
に
慣
れ
て
い
な
い
医
師
で
も
容
易
に

診
療
業
務
に
対
応
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
の
診

療
業
務
の
改
善
に
貢
献
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
、
医
療

Ｄ
Ｘ
へ
の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
川
氏　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
の
２
次
的
利
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
長
年
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
経
営
指

標
に
資
す
る
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
抽
出
す
る

の
か
。
ま
た
、
臨
床
研
究
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
ど

の
よ
う
に
抽
出
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ
ら
を
明

確
化
し
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
れ
ば
、
病

院
経
営
や
医
療
の
質
の
向
上
に
大
き
く
役
に
立

つ
シ
ス
テ
ム
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
に
は
各
々
が
通
院
さ
れ
て
い

る
病
院
や
薬
局
等
に
診
療
録
や
処
方
歴
、
薬
歴

等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
ク
ラ
ウ
ド
環
境
下

で
共
有
で
き
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
、
患
者
さ
ん
に
は
出
生
時
か
ら
母
子

手
帳
、
さ
ら
に
健
康
診
断
等
で
の
健
診
デ
ー
タ

連
携
を
深
め
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
良
の
医
療

を
提
供
す
る
環
境
づ
く
り
は
当
院
の
責
務
で
あ

り
、
地
域
連
携
室
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、従
前
よ
り
の
地
域
連
携
室
は
、２
０
１
８

年
４
月
か
ら
は
、
地
域
医
療
連
携
室
と
入
退
院

支
援
室
の
２
つ
の
組
織
に
分
け
、
地
域
医
療
連

携
室
で
は
、
主
に
前
方
支
援
と
し
て
紹
介
患
者

さ
ん
の
受
診
、
入
院
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
の
専

門
部
署
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
体
制
に
加
え
て
、
伊
都
医
師
会

が
２
０
０
１
年
か
ら
運
用
し
て
い
る
地
域
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ゆ
め
病
院
」
に
参
画
し
、
地
域

医
療
連
携
の
一
翼
を
担
い
大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

金 

桂
洙
氏
（
以
下
、金
氏
）　

現
在
、「
ゆ
め
病
院
」

に
は
、
当
院
か
ら
は
、
地
域
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
「
Ｉ
Ｄ‒

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」
を

介
し
て
情
報
提
供
し
て
お
り
、
か
な
り
使
い
勝

手
が
良
く
、
有
用
性
の
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
ゆ
め
病
院
」
は
、
４
つ
の
病
院
、
21
の
診

療
所
、
５
つ
の
歯
科
医
院
、
18
の
調
剤
薬
局
、
８

つ
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
連
携
し
て
お

り
、
登
録
患
者
数
は
延
べ
10
万
人
以
上
を
数
え

ま
す
。
今
後
も
連
携
施
設
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
２
年
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
更

新
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
も
含
め
た

評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
川
氏　

２
０
０
４
年
の
導
入
当
初
は
、
紙
カ

ル
テ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
だ
け
の
、
ワ
ー
ド
プ
ロ

セ
ッ
サ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
年
々

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
度
に
機
能
が

強
化
さ
れ
、
同
時
に
便
利
に
な
っ
て
き
た
と
実
感

し
ま
す
。

橋本市民病院外観。2004年11月に現在の地に新築移転した地上6階、地下1階の建物は、延床面積
2万2000㎡、免震構造を有し、橋本医療圏における中核医療施設として同地域の医療を支え続けている。
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報
部
長
の
金 

桂
洙
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
は
同
じ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
の
『M

egaOak H
R

』

を
15
年
以
上
使
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
長
年

使
用
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
を
変
更
す
る
こ
と
へ
の

抵
抗
は
、
前
回
の
更
新
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
だ

け
で
済
ん
だ
こ
と
も
相
俟
っ
て
、
大
き
な
も
の
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
、
シ

ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
て
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
の
利
活

用
等
を
進
め
る
た
め
に
は
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ

の
変
更
が
必
須
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

『M
egaOak/iS

』は
、ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
シ
ス
テ
ム
導
入
後

も
毎
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
機
能
向
上
に
関
す
る
更

新
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
将
来
的
に
は

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
更
新
だ
け
で
シ
ス
テ
ム
更
新
の

費
用
が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
し

た
ね
」

　

名
村
氏
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
は
、

一
般
競
争
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
経
て「M

egaOak/
iS

」
に
決
ま
っ
た
と
話
す
。

「
保
守
費
に
診
療
報
酬
改
定
や
毎
年
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
が
含
ま
れ
る
点
も
評
価
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
及
び
、
部
門
シ
ス

テ
ム
の
ほ
と
ん
ど
を
仮
想
化
し
た
こ
と
で
、
省
電

力
化
や
サ
ー
バ
室
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
つ
な
が
り

ま
し
た
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
病

院
が
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
診
療

デ
ー
タ
を
一
元
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
臨
床
研
究
も
可

能
と
な
り
ま
す
。
橋
本
医
療
圏
で
、
こ
の
よ
う

な
デ
ー
タ
の
統
合
化
実
現
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

金
氏　

電
子
的
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
莫
大

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
ど
の
よ
う
に
役
立
て
ら
れ
る
の
か
、
知
恵
が
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
病
院
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
だ
け
で
な

く
、
患
者
さ
ん
の
お
薬
手
帳
の
デ
ー
タ
な
ど
も
取

り
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
減
薬
に
向
け
た
取
り

組
み
に
役
立
つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ

と
か
ら
も
、
医
療
デ
ー
タ
そ
の
も
の
の
や
り
取
り

を
し
易
く
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を

受
け
、今
後
の
医
療
Ｉ
Ｔ
へ
の
期
待
を
伺
い
ま
す
。

定
で
す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
川
氏　

橋
本
医
療
圏
の
人
口
は
、
５
年
前
に

は
10
万
人
だ
っ
た
の
が
現
在
は
８
万
５
０
０
０

人
に
減
少
し
て
お
り
、
２
０
４
５
年
に
は
５
万

５
０
０
０
人
に
な
る
試
算
で
す
。
後
期
高
齢
者

は
ま
だ
し
ば
ら
く
増
加
し
ま
す
が
、
２
０
３
０

年
を
ピ
ー
ク
に
こ
れ
も
減
少
に
転
ず
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
病
院
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
地
域
医
療
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
と
共
に
、
最
新
の
医
療
を
病
院

に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
れ
は
、

地
域
の
患
者
さ
ん
へ
の
貢
献
ば
か
り
で
な
く
、
医

療
従
事
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
も
繋
が
る

は
ず
で
す
。

駿
田
氏　

地
域
の
医
療
を
ど
の
よ
う
に
し
て

守
っ
て
い
く
の
か
、
県
や
市
を
は
じ
め
と
す
る
自

治
体
や
大
学
等
も
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
病
院

と
し
て
も
地
域
連
携
の
強
化
な
ど
、
限
ら
れ
た

リ
ソ
ー
ス
を
い
か
に
有
効
活
用
し
て
い
く
か
が
、

今
後
の
課
題
で
す
。
将
来
を
見
据
え
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

働
き
方
改
革
等
を
進
め
、
人
材
が
集
ま
る
病
院

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

駿
田
氏　

最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
だ
け
で
は
重
症
度
は
判
定
し
づ
ら
い
で
す

し
、
デ
ジ
タ
ル
問
診
に
よ
っ
て
診
察
前
に
患
者
さ

ん
の
情
報
が
把
握
で
き
れ
ば
、
よ
り
感
染
症
の

診
療
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
病

院
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
方
も
省
力
化
が
可
能
で
す
。

省
力
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
省
力
化
す
る
の
が
、
医

療
Ｉ
Ｔ
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後

は
、
こ
の
発
熱
外
来
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

金
氏　

発
熱
外
来
に
つ
い
て
は
、土
日
に
お
い
て
、

当
院
を
含
む
周
辺
４
病
院
で
輪
番
制
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
相
互
の
連
絡
法
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
「M

icrosoft T
eam

s

」
を

活
用
し
た
予
約
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
問
診
は
現
場
か
ら
の
要
望

も
多
く
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
病
棟
へ
の
面
会
制
限
が
あ
る
中
、
患

者
さ
ん
の
様
子
を
ご
家
族
に
伝
え
た
り
、
あ
る

い
は
ご
家
族
に
病
状
や
手
術
内
容
の
説
明
を
行

う
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
を
有
効
活
用
で
き

る
の
で
は
、
と
現
在
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
電
子
カ
ル
テ
を
直
接
外
部
接
続
さ

せ
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
今
回
の
更
新

を
機
に
導
入
し
た
ク
ラ
ウ
ド
セ
キ
ュ
ア
接
続
サ
ー

ビ
ス
「M

egaOak CloudGatew
ay

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
担
保
さ

れ
た
ク
ラ
ウ
ド
基
盤
を
通
じ
て
院
内
の
診
療
情

報
を
院
外
か
ら
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
取
り
組
み
は
、

現
在
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
ま
だ
成
果
は
出

て
い
ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
予

1993 年和歌山県立医科大学卒。同大学附属病院での臨床研修後、1996 年
より橋本市民病院眼科勤務。2008 年より同科部長。現在、医療安全管理部（医
療安全管理室・感染管理室）／診療情報部 部長を兼務。

金　桂洙氏
（きん・けいしゅ）

橋本市民病院 病院情報システム構成図
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診
療
情
報
課
は
、
同
院
に
お
い
て
診
療
情
報

管
理
と
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
の
大
き
く
２
つ
の
業

務
を
担
当
す
る
部
署
で
あ
る
。
副
主
幹
の
飯
田 

淳
氏
は
、
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
当
院
が
２
０
０
４
年
11
月
に
新
築
移
転
し
て
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
た
の
を
機
に
、
シ

ス
テ
ム
を
管
理
・
運
用
す
る
部
署
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
２
０
０
６
年
９
月
か
ら
は
同
業
務
を

外
部
委
託
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
０
年
４
月

か
ら
職
員
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
」

　

診
療
情
報
管
理
で
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
（
様

式
１
）
の
作
成
、
が
ん
登
録
業
務
、
ま
た
、
紹

介
状
等
紙
ベ
ー
ス
で
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
デ
ー

　

２
０
２
２
年
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
に

尽
力
し
た
金 

桂
洙
氏
と
、
金
氏
の
下
、
診
療
情

報
課
で
シ
ス
テ
ム
更
新
と
現
在
の
運
用
・
管
理
を

担
当
す
る
診
療
情
報
課
の
名
村 

隆
氏
と
飯
田 

淳

氏
に
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
緯
と
有

用
性
、
シ
ス
テ
ム
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
語
っ
て

も
ら
っ
た
。

報
部
長
の
金 

桂
洙
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
は
同
じ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
の
『M

egaOak H
R

』

を
15
年
以
上
使
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
長
年

使
用
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
を
変
更
す
る
こ
と
へ
の

抵
抗
は
、
前
回
の
更
新
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
だ

け
で
済
ん
だ
こ
と
も
相
俟
っ
て
、
大
き
な
も
の
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
、
シ

ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
て
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
の
利
活

用
等
を
進
め
る
た
め
に
は
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ

の
変
更
が
必
須
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

『M
egaOak/iS

』は
、ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
シ
ス
テ
ム
導
入
後

も
毎
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
機
能
向
上
に
関
す
る
更

新
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
将
来
的
に
は

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
更
新
だ
け
で
シ
ス
テ
ム
更
新
の

費
用
が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
し

た
ね
」

　

名
村
氏
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
は
、

一
般
競
争
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
経
て「M

egaOak/
iS

」
に
決
ま
っ
た
と
話
す
。

「
保
守
費
に
診
療
報
酬
改
定
や
毎
年
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
が
含
ま
れ
る
点
も
評
価
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
及
び
、
部
門
シ
ス

テ
ム
の
ほ
と
ん
ど
を
仮
想
化
し
た
こ
と
で
、
省
電

力
化
や
サ
ー
バ
室
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
つ
な
が
り

ま
し
た
」

■

橋
本
市
民
病
院

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
実
現

多
彩
な
新
機
能
と
将
来
性
を
高
く
評
価
し
、業
務
の
効
率
化
を
目
指
す

タ
の
取
り
込
み
、
カ
ル
テ
デ
ー
タ
の
取
り
出
し
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
に

お
い
て
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
管
理
を
主

な
業
務
と
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
病
院
内
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
院
内
電
話
の
管
理
ま
で
を
含
め

て
シ
ス
テ
ム
全
般
の
保
守
・
管
理
を
実
施
し
て
い

る
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
で
７
名
、
そ
の
う
ち
診
療

情
報
管
理
士
の
資
格
を
有
す
る
者
は
３
名
。
シ

ス
テ
ム
管
理
は
、飯
田
氏
と
、同
課 

課
長
補
佐
で
、

医
療
情
報
技
師
と
診
療
情
報
管
理
士
の
資
格
を

有
す
る
名
村 

隆
氏
が
担
当
し
て
い
る
。

「
私
は
、
シ
ス
テ
ム
及
び
診
療
情
報
管
理
の
双
方

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム
の
更

新
前
後
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
管
理
に
業
務
の
比
重
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

管
理
・
運
用
や
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
・
運
用

も
増
え
て
お
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
」（
名
村
氏
）

　

橋
本
市
民
病
院
で
は
、
既
述
の
と
お
り
、

２
０
２
２
年
２
月
か
ら
新
し
い
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
「M

egaO
ak/iS

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」
が
稼
働
を

開
始
し
て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
緯
に
つ

い
て
、
長
年
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
携

わ
っ
て
き
た
眼
科
部
長
・
医
療
安
全
管
理
部
長

（
医
療
安
全
管
理
室
・
感
染
管
理
室
）・
診
療
情

　

シ
ス
テ
ム
導
入
の
時
期
が
コ
ロ
ナ
禍
と
重
な
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
苦
労
し
た
と
金
氏
は
話
す
。

「
私
は
感
染
管
理
も
担
っ
て
い
ま
す
が
業
者
と
の

面
談
を
避
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
り
、
新
シ
ス
テ
ム
の
研
修
は
人
数
を
抑
え
る
な

ど
、
感
染
対
策
は
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。
シ
ス

テ
ム
の
更
新
で
ク
ラ
ス
タ
ー
を
引
き
起
こ
す
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
、
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

事
前
説
明
会
な
ど
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き

ず
、
新
シ
ス
テ
ム
の
多
彩
な
高
機
能
に
つ
い
て
、

伝
え
き
れ
な
か
っ
た
点
は
残
念
で
し
た
が
、
無
事

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
、
診
療
報
酬
改
定
前
の

２
月
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で

し
た
」

「M
egaOak/iS

」
に
は
、
従
来
シ
ス
テ
ム
に
は
な

い
新
機
能
が
多
数
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
１
つ

が
、
医
師
の
思
考
に
沿
っ
た
指
示
出
し
を
実
現
す

る
「
ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
」
で
あ
る
。
同

機
能
は
、
検
査
や
処
方
だ
け
で
な
く
文
書
作
成
、

指
示
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
一
度
に
行
う
こ

と
が
で
き
、
そ
の
セ
ッ
ト
を
画
面
上
に
自
由
に
配

置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
セ
ッ
ト
適
用

定
で
す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
川
氏　

橋
本
医
療
圏
の
人
口
は
、
５
年
前
に

は
10
万
人
だ
っ
た
の
が
現
在
は
８
万
５
０
０
０

人
に
減
少
し
て
お
り
、
２
０
４
５
年
に
は
５
万

５
０
０
０
人
に
な
る
試
算
で
す
。
後
期
高
齢
者

は
ま
だ
し
ば
ら
く
増
加
し
ま
す
が
、
２
０
３
０

年
を
ピ
ー
ク
に
こ
れ
も
減
少
に
転
ず
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
病
院
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
地
域
医
療
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
と
共
に
、
最
新
の
医
療
を
病
院

に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
れ
は
、

地
域
の
患
者
さ
ん
へ
の
貢
献
ば
か
り
で
な
く
、
医

療
従
事
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
も
繋
が
る

は
ず
で
す
。

駿
田
氏　

地
域
の
医
療
を
ど
の
よ
う
に
し
て

守
っ
て
い
く
の
か
、
県
や
市
を
は
じ
め
と
す
る
自

治
体
や
大
学
等
も
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
病
院

と
し
て
も
地
域
連
携
の
強
化
な
ど
、
限
ら
れ
た

リ
ソ
ー
ス
を
い
か
に
有
効
活
用
し
て
い
く
か
が
、

今
後
の
課
題
で
す
。
将
来
を
見
据
え
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

働
き
方
改
革
等
を
進
め
、
人
材
が
集
ま
る
病
院

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

駿
田
氏　

最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
だ
け
で
は
重
症
度
は
判
定
し
づ
ら
い
で
す

し
、
デ
ジ
タ
ル
問
診
に
よ
っ
て
診
察
前
に
患
者
さ

ん
の
情
報
が
把
握
で
き
れ
ば
、
よ
り
感
染
症
の

診
療
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
病

院
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
方
も
省
力
化
が
可
能
で
す
。

省
力
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
省
力
化
す
る
の
が
、
医

療
Ｉ
Ｔ
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後

は
、
こ
の
発
熱
外
来
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

金
氏　

発
熱
外
来
に
つ
い
て
は
、土
日
に
お
い
て
、

当
院
を
含
む
周
辺
４
病
院
で
輪
番
制
を
採
用
し

て
い
ま
す
が
、
相
互
の
連
絡
法
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
「M

icrosoft T
eam

s

」
を

活
用
し
た
予
約
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
問
診
は
現
場
か
ら
の
要
望

も
多
く
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
病
棟
へ
の
面
会
制
限
が
あ
る
中
、
患

者
さ
ん
の
様
子
を
ご
家
族
に
伝
え
た
り
、
あ
る

い
は
ご
家
族
に
病
状
や
手
術
内
容
の
説
明
を
行

う
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
を
有
効
活
用
で
き

る
の
で
は
、
と
現
在
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
電
子
カ
ル
テ
を
直
接
外
部
接
続
さ

せ
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
今
回
の
更
新

を
機
に
導
入
し
た
ク
ラ
ウ
ド
セ
キ
ュ
ア
接
続
サ
ー

ビ
ス
「M

egaOak CloudGatew
ay

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
担
保
さ

れ
た
ク
ラ
ウ
ド
基
盤
を
通
じ
て
院
内
の
診
療
情

報
を
院
外
か
ら
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
取
り
組
み
は
、

現
在
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
ま
だ
成
果
は
出

て
い
ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
予

「仮想サーバにシステムを集約できた
ことで、省電力化や省スペース化につ
ながった」と話す、診療情報課 課長
補佐の名村 隆氏。

「システムの管理だけでなく、リモート
ワーク環境の構築、運用も業務の１つ
です」と話す、診療情報課 副主幹の
飯田 淳氏。

シ
ス
テ
ム
の
将
来
性
を
高
く
評
価
し
て
導
入
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
安
定
稼
働
を
実
現
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き
、
未
確
認
の
内
容
に
絞
り
込
む
と
い
っ
た
操
作

も
可
能
。
事
後
承
認
が
必
要
な
項
目
も
表
示
さ

れ
、
承
認
作
業
を
続
け
て
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

「
最
近
、『
ワ
ー
ク
ア
シ
ス
タ
ン
ト
』に
画
面
が
び
っ

し
り
連
絡
内
容
で
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
、
よ
う
や

く
使
い
方
が
院
内
に
浸
透
し
て
き
た
か
な
と
感

じ
て
い
ま
す
」（
金
氏
）

　

稼
働
か
ら
半
年
、
多
彩
な
機
能
を
使
い
き
れ

て
い
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
と
金
氏
は
話
す
。

「
患
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
文
書
は
、『K

eyV
alue

』

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
項
目
名(K

ey)

と
そ
の
値

(V
alue)

を
履
歴
を
持
た
せ
て
管
理
し
て
お
り
、

文
書
等
へ
の
引
用
だ
け
で
な
く
文
書
へ
の
入
力
を

も
っ
て
患
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情
報
と
す
る
双
方
向

連
携
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
造
影

剤
を
用
い
る
検
査
の
際
、
検
査
説
明
書
内
に
腎

機
能
の
検
査
結
果
を
引
用
し
、
注
意
喚
起
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
安

全
の
観
点
か
ら
の
評
価
は
高
い
の
で
す
が
、
設
定

の
難
し
さ
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
多
く
の

場
面
に
は
活
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
」

　

評
価
し
て
い
る「
ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
」

に
つ
い
て
も
、
セ
ッ
ト
を
い
か
に
作
り
こ
ん
で
い

く
か
が
課
題
と
金
氏
は
話
す
。

「
セ
ッ
ト
機
能
は
便
利
で
す
が
、
ど
こ
ま
で
セ
ッ

ト
を
作
り
こ
む
か
が
、
業
務
の
効
率
化
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。
検
査
に
関
す
る
セ
ッ
ト
な

ら
、
検
査
オ
ー
ダ
や
予
約
だ
け
で
な
く
、
前
日

の
絶
食
の
案
内
や
検
査
内
容
の
説
明
書
類
の
作

成
等
も
可
能
で
す
の
で
、
よ
り
詳
細
な
セ
ッ
ト
の

作
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

「M
egaOak/iS

」
は
、
年
に
１
度
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
実
施
。
そ
こ
で
は
、
市
場
動
向
や
同
社

の
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
勿
論
、

約
１
３
０
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
な
る
「M

egaO
ak

ユ
ー
ザ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
声
や
、
全
国
の
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
日
々
の
要
望
な
ど
、
様
々
な
観
点
か

ら
機
能
強
化
内
容
を
選
定
し
て
最
新
機
能
を
提

供
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

金
氏
も
、
そ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
話
す
。

「
こ
れ
ま
で
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
、
個
々

に
対
応
し
た
り
、
個
別
に
改
造
し
た
り
し
て
機

能
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
価
格
高
騰
の
原
因
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
す
。

　

病
院
側
も
、
ユ
ー
ザ
ー
会
な
ど
を
通
じ
て
病

院
側
の
要
望
を
ま
と
め
て
提
示
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
も

そ
の
現
場
の
声
を
取
り
入
れ
て
機
能
向
上
、
開

発
を
頑
張
っ
て
も
ら
い
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
現

場
の
ニ
ー
ズ
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

　

稼
働
か
ら
半
年
後
の
８
月
に
「M

egaO
ak/

iS

」
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
が
、
導

入
時
の
反
省
を
生
か
し
、
シ
ス
テ
ム
の
改
善
点
は

小
出
し
に
行
っ
て
習
熟
に
時
間
を
か
け
た
い
と
金

氏
は
話
す
。

「
８
月
に
実
施
し
た
最
初
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
お
け
る
改
良
点
に
つ
い
て
は
、
日
常
使
用
す
る

機
能
を
中
心
に
、
小
出
し
に
し
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ

に
慣
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
共
に
、
ク
ラ
ウ

ド
セ
キ
ュ
ア
接
続
サ
ー
ビ
ス
「M

egaOak Cloud 
Gatew

ay

」
の
利
用
を
開
始
し
た
。
同
院
で
は
、

段
階
的
な
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
推
進
す
る

予
定
だ
が
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、「M

egaO
ak 

Cloud Gatew
ay

」を
介
し
て
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
と
連
携
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス（
医
療
版
）」
を
各

Ｐ
Ｃ
端
末
及
び
一
部
職
員
が
持
つ
内
線
通
話
用
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
展
開
し
て
、
運
用
開
始
し
て
い

る
。
同
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
金
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
口
頭
で
の
連
絡
や
メ
ー
ル
と
異
な
り
、
相
手
側

の
状
況
に
依
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

な
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
は
、
院
内
で
も
待
望
の
機
能

で
し
た
。
こ
の
機
能
に
よ
り
、
電
話
の
着
信
に
よ

り
仕
事
が
中
断
す
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
緊
急

度
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
試

験
運
用
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
院
内
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
促
進
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
同
機
能
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
院

外
で
の
利
用
も
可
能
だ
が
、
金
氏
は
、
現
段
階

に
お
い
て
、
個
人
所
有
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

展
開
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。

「
こ
の
機
能
は
電
子
カ
ル
テ
と
接
続
し
て
い
る
た

め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
は
か
な
り
厳
し
く
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

診
療
情
報
の
中
身
を
ど
こ
ま
で
見
せ
る
よ
う

が
、
懐
古
的
な
感
想
を
漏
ら
す
こ
と
も
あ
る
も

の
の
、
旧
シ
ス
テ
ム
の
使
用
歴
が
短
い
若
い
医
師

や
、入
力
の
効
率
化
を
重
視
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

機
能
性
が
充
実
し
た
と
評
価
す
る
声
も
多
く
、

直
感
的
な
操
作
性
は
向
上
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
」（
名
村
氏
）

「
現
在
は
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
第
に
落
ち
着
い
て
く
る

の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
飯
田
氏
）

　

最
後
に
、
金
氏
は
将
来
の
機
能
向
上
に
期
待

し
て
い
る
と
話
す
。

「
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
苦
労
が
あ
り
ま

す
が
、『M

egaO
ak/iS

』
は
診
療
に
役
立
つ
新

機
能
だ
け
で
な
く
、ク
ラ
ウ
ド
基
盤
で
の
運
用
や
、

院
外
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
な
ど
、

将
来
性
に
お
い
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
と
感
じ

て
お
り
、
導
入
時
の
苦
労
を
補
う
だ
け
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
使
い
こ
な
し
、
機

能
性
を
向
上
さ
せ
て
、
新
し
い
時
代
の
医
療
Ｄ
Ｘ

に
相
応
し
い
シ
ス
テ
ム
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
共
に
育
て

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

時
に
、
患
者
の
状
態
に
応
じ
て
複
数
の
パ
タ
ー
ン

か
ら
選
択
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。
同
機
能
に

つ
い
て
、
金
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

「
新
シ
ス
テ
ム
の
機
能
で
あ
る
『
ク
リ
ニ
カ
ル
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
』
や
、
入
院
指
示
や
手
術
オ
ー
ダ

時
に
付
帯
す
る
文
書
等
を
一
気
に
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
『
オ
ー
ダ
連
動
セ
ッ
ト
』
は
よ
く

で
き
て
い
ま
す
ね
。
作
成
し
た
セ
ッ
ト
は
、
院

内
で
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
極

め
て
有
用
で
す
。
駿
田
院
長
が
述
べ
た
と
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
熱
外
来
な

ど
、
同
感
染
症
の
診
療
に
慣
れ
て
い
な
い
医
師

で
も
対
応
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定

の
抗
菌
薬
処
方
の
際
、
患
者
の
腎
機
能
に
応
じ

た
処
方
量
を
選
択
で
き
、
さ
ら
に
抗
菌
薬
使
用

届
な
ど
の
文
書
も
同
時
に
作
成
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
セ
ッ
ト
を
病
院
共
通
画
面
、
診
療
科
別
、

個
人
別
に
自
由
に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
診
療
フ
ロ
ー
や
頻
度
に
応
じ
て
好
み
の
配

置
を
作
っ
て
い
る
医
師
も
い
る
よ
う
で
す
。
従

来
の
セ
ッ
ト
機
能
よ
り
一
歩
進
ん
だ
感
じ
が
し

ま
す
ね
」

「M
egaO

ak/iS

」
に
は
、
職
員
間
や
部
門
間
で

情
報
共
有
を
行
っ
た
り
、
操
作
者
の
Ｔ
ｏ
Ｄ
ｏ
リ

ス
ト
が
表
示
さ
れ
る
「
ワ
ー
ク
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」

を
搭
載
。
同
機
能
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
ロ

グ
イ
ン
後
の
初
期
画
面
に
な
っ
て
お
り
、
担
当
患

者
に
関
す
る
連
絡
事
項
が
メ
モ
形
式
で
確
認
で

電子カルテシステム「MegaOak/iS」のクリニカルデスクトップを配置した外来診療時の画面。
診療科や疾患毎のプロブレムを起点とした指示が可能なセット機能で、効率よく診療業務を進
めることができる。

8月に導入されたNECコミュニケーションサービス（医療版）の画面。「MegaOak/iS」と連
携しながら、相手側の状況によらないコミュニケーションが可能となっている。

橋本市民病院では携帯情報端末を積極的に活用し、看護記録等の入力や診療
内容の確認等、医療安全に大いに貢献させている。

ユ
ー
ザ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
声
を
取
り
入
れ

様
々
な
観
点
か
ら
の
機
能
強
化
を
推
進
す
る

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
ak/iS

」
⑤

「
ワ
ー
ク
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
で

担
当
患
者
に
関
す
る
情
報
共
有
を
促
進

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
ak/iS

」
③

多
彩
な
新
機
能
を
搭
載
す
る
新
シ
ス
テ
ム

い
か
に
使
い
こ
な
し
て
い
く
か
が
課
題

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
ak/iS

」
④
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き
、
未
確
認
の
内
容
に
絞
り
込
む
と
い
っ
た
操
作

も
可
能
。
事
後
承
認
が
必
要
な
項
目
も
表
示
さ

れ
、
承
認
作
業
を
続
け
て
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

「
最
近
、『
ワ
ー
ク
ア
シ
ス
タ
ン
ト
』に
画
面
が
び
っ

し
り
連
絡
内
容
で
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
、
よ
う
や

く
使
い
方
が
院
内
に
浸
透
し
て
き
た
か
な
と
感

じ
て
い
ま
す
」（
金
氏
）

　

稼
働
か
ら
半
年
、
多
彩
な
機
能
を
使
い
き
れ

て
い
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
と
金
氏
は
話
す
。

「
患
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
文
書
は
、『K

eyV
alue

』

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
項
目
名(K

ey)

と
そ
の
値

(V
alue)

を
履
歴
を
持
た
せ
て
管
理
し
て
お
り
、

文
書
等
へ
の
引
用
だ
け
で
な
く
文
書
へ
の
入
力
を

も
っ
て
患
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情
報
と
す
る
双
方
向

連
携
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
造
影

剤
を
用
い
る
検
査
の
際
、
検
査
説
明
書
内
に
腎

機
能
の
検
査
結
果
を
引
用
し
、
注
意
喚
起
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
安

全
の
観
点
か
ら
の
評
価
は
高
い
の
で
す
が
、
設
定

の
難
し
さ
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
多
く
の

場
面
に
は
活
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
」

　

評
価
し
て
い
る「
ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
」

に
つ
い
て
も
、
セ
ッ
ト
を
い
か
に
作
り
こ
ん
で
い

く
か
が
課
題
と
金
氏
は
話
す
。

「
セ
ッ
ト
機
能
は
便
利
で
す
が
、
ど
こ
ま
で
セ
ッ

ト
を
作
り
こ
む
か
が
、
業
務
の
効
率
化
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。
検
査
に
関
す
る
セ
ッ
ト
な

ら
、
検
査
オ
ー
ダ
や
予
約
だ
け
で
な
く
、
前
日

の
絶
食
の
案
内
や
検
査
内
容
の
説
明
書
類
の
作

成
等
も
可
能
で
す
の
で
、
よ
り
詳
細
な
セ
ッ
ト
の

作
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

「M
egaOak/iS

」
は
、
年
に
１
度
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
実
施
。
そ
こ
で
は
、
市
場
動
向
や
同
社

の
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
勿
論
、

約
１
３
０
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
な
る
「M

egaO
ak

ユ
ー
ザ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
声
や
、
全
国
の
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
日
々
の
要
望
な
ど
、
様
々
な
観
点
か

ら
機
能
強
化
内
容
を
選
定
し
て
最
新
機
能
を
提

供
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

金
氏
も
、
そ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
話
す
。

「
こ
れ
ま
で
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
、
個
々

に
対
応
し
た
り
、
個
別
に
改
造
し
た
り
し
て
機

能
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
価
格
高
騰
の
原
因
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
す
。

　

病
院
側
も
、
ユ
ー
ザ
ー
会
な
ど
を
通
じ
て
病

院
側
の
要
望
を
ま
と
め
て
提
示
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
も

そ
の
現
場
の
声
を
取
り
入
れ
て
機
能
向
上
、
開

発
を
頑
張
っ
て
も
ら
い
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
現

場
の
ニ
ー
ズ
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

　

稼
働
か
ら
半
年
後
の
８
月
に
「M

egaO
ak/

iS

」
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
が
、
導

入
時
の
反
省
を
生
か
し
、
シ
ス
テ
ム
の
改
善
点
は

小
出
し
に
行
っ
て
習
熟
に
時
間
を
か
け
た
い
と
金

氏
は
話
す
。

「
８
月
に
実
施
し
た
最
初
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
お
け
る
改
良
点
に
つ
い
て
は
、
日
常
使
用
す
る

機
能
を
中
心
に
、
小
出
し
に
し
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ

に
慣
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
共
に
、
ク
ラ
ウ

ド
セ
キ
ュ
ア
接
続
サ
ー
ビ
ス
「M

egaOak Cloud 
Gatew

ay

」
の
利
用
を
開
始
し
た
。
同
院
で
は
、

段
階
的
な
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
推
進
す
る

予
定
だ
が
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、「M

egaO
ak 

Cloud Gatew
ay

」を
介
し
て
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
と
連
携
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス（
医
療
版
）」
を
各

Ｐ
Ｃ
端
末
及
び
一
部
職
員
が
持
つ
内
線
通
話
用
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
展
開
し
て
、
運
用
開
始
し
て
い

る
。
同
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
金
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
口
頭
で
の
連
絡
や
メ
ー
ル
と
異
な
り
、
相
手
側

の
状
況
に
依
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

な
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
は
、
院
内
で
も
待
望
の
機
能

で
し
た
。
こ
の
機
能
に
よ
り
、
電
話
の
着
信
に
よ

り
仕
事
が
中
断
す
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
緊
急

度
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
試

験
運
用
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
院
内
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
促
進
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
同
機
能
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
院

外
で
の
利
用
も
可
能
だ
が
、
金
氏
は
、
現
段
階

に
お
い
て
、
個
人
所
有
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

展
開
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。

「
こ
の
機
能
は
電
子
カ
ル
テ
と
接
続
し
て
い
る
た

め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
は
か
な
り
厳
し
く
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

診
療
情
報
の
中
身
を
ど
こ
ま
で
見
せ
る
よ
う

に
す
る
の
か
、
端
末
の
管
理
を
ど
う
す
る
の
か
、

生
体
認
証
等
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
ま
だ
関
係

機
関
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
も
提
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
当
面
は
院
内
中
心
に
な
る
と
今
の
と

こ
ろ
は
考
え
て
い
ま
す
」

　

シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
、
情
報
管
理
課
の
名

村
氏
と
飯
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

「
旧
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
ス
タ
ッ
フ

が
、
懐
古
的
な
感
想
を
漏
ら
す
こ
と
も
あ
る
も

の
の
、
旧
シ
ス
テ
ム
の
使
用
歴
が
短
い
若
い
医
師

や
、入
力
の
効
率
化
を
重
視
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

機
能
性
が
充
実
し
た
と
評
価
す
る
声
も
多
く
、

直
感
的
な
操
作
性
は
向
上
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
」（
名
村
氏
）

「
現
在
は
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
第
に
落
ち
着
い
て
く
る

の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
飯
田
氏
）

　

最
後
に
、
金
氏
は
将
来
の
機
能
向
上
に
期
待

し
て
い
る
と
話
す
。

「
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
苦
労
が
あ
り
ま

す
が
、『M

egaO
ak/iS

』
は
診
療
に
役
立
つ
新

機
能
だ
け
で
な
く
、ク
ラ
ウ
ド
基
盤
で
の
運
用
や
、

院
外
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
な
ど
、

将
来
性
に
お
い
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
と
感
じ

て
お
り
、
導
入
時
の
苦
労
を
補
う
だ
け
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
使
い
こ
な
し
、
機

能
性
を
向
上
さ
せ
て
、
新
し
い
時
代
の
医
療
Ｄ
Ｘ

に
相
応
し
い
シ
ス
テ
ム
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
共
に
育
て

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

橋本市民病院

橋本市民病院は許可病床数 300 床。
常勤・非常勤を含めた医師約100名、
看護師、准看護師、看護助手等を含
めた看護部職員約 270 名など、職員
合計約 550 名が勤務。新型コロナウ
イルス感染症対応などにも対応し、橋
本医療圏における医療の “さいごの砦”
として、地域医療に貢献し続けている。

住　　　所：和歌山県橋本市小峰台
　　　　　　二丁目8番地の1
診療科目数：26診療科
許可病床数：300床
管　理　者：古川健一
院　　　長：駿田直俊

病院には病院情報システムに関する端末を約 500 端末設置。「MegaOak/iS」と「NECコミュニケーション
サービス」を活用し、より機能的かつ効率的な業務運用を推進している。

システム更新に際し、システムを仮想サーバ上に搭載することで、サー
バラックは半減した。

院
内
外
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
集
約
化

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担
保
し
つ
つ
可
能
性
を
探
る

Ｎ
Ｅ
Ｃ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
医
療
版
）
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